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◆特集○話題の焦点
2025国スポ、障スポの舞台に！
新施設『滋賀ダイハツアリーナ』と
『平和堂HATOスタジアム』誕生
◆夢インタビュー

空き家をリノベーションして居場所づくりに
移住のハードルを下げるトライアルの拠点にも
◆行ってみよう

BIG・BREATH（ビッグ・ブレス）
◆おじゃまします

株式会社大山建設



新
し
い
施
設
や
街
の
話
題
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

令
和
元
年
に
旧
長
浜
市
役
所
の
跡
地
に
完

成
し
た
複
合
施
設
「
な
が
は
ま
文
化
福
祉
プ
ラ

ザ
」。
長
浜
市
立
長
浜
図
書
館
の
ほ
か
に
、
長

浜
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
長
浜
市
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
な
が
は
ま
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー
が

入
居
、
市
民
の
交
流
と
知
の
拠
点
と
な
る
多
機

能
型
施
設
と
し
て
、
境
界
を
で
き
る
だ
け
な
く

し
た
一
体
的
な
施
設
づ
く
り
が
工
夫
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
入
る
と
出
会
い
や
交
流
の

場
と
な
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
、
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
と
図
書
館
共
通
の
カ
ウ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
一
般
向
け
の
小
説
や

雑
誌
の
コ
ー
ナ
ー
、
10
代
の
若
者
向
け
の
図

書
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
図
書
館
エ
リ
ア

と
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
会
議
室
や
音
楽

室
、
調
理
室
、
工
作
室
な
ど
が
ボ
ー
ダ
レ
ス
に

配
置
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

２
階
は
子
ど
も
向
け
の
図
書
を
集
め
た
「
け

や
き
っ
子
の
本
棚
」
や
「
テ
ー
マ
の
本
棚
」、
資

料
探
し
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
「
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
カ
ウ
ン
タ
ー
」
な
ど
の
図
書
館
の
エ
リ
ア

に
続
く
よ
う
に
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
会

議
室
や
、
２
０
０
人
収
容
で
き
る
多
目
的
ホ
ー

ル
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

長
浜
市
産
材
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
使
っ
た
ぬ

く
も
り
の
あ
る
内
装
で
、
１
階
の
テ
ラ
ス
や
さ

ま
ざ
ま
な
閲
覧
空
間
が
設
け
ら
れ
た
２
階
の

さ
ざ
な
み
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
思
い
思
い
の
場
所

を
選
ん
で
本
を
楽
し
め
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

既
存
の
図
書
館
な
ど
を
視
察
し
て
得
た
情
報

や
ア
イ
デ
ア
を
設
計
に
取
り
入
れ
る
た
め
、
計

画
当
初
か
ら
市
民
、
行
政
、
関
係
者
が
協
働
で

取
り
組
み
、
設
計
者
と
も
話
し
合
い
を
重
ね
ま

し
た
。
時
に
は
書
架
な
ど
を
実
際
に
ダ
ン
ボ
ー

ル
で
作
っ
て
高
さ
や
角
度
を
評
価
す
る
な
ど
、

誰
に
と
っ
て
も
使
い
や
す
い
図
書
館
と
な
る
よ

う
検
討
を
重
ね
、「
本
と
人
、
人
と
人
が
つ
な

が
る
学
び
と
交
流
の
拠
点
」
と
な
る
図
書
館
を

目
指
し
ま
し
た
。

　

図
書
館
と
市
民
活
動
施
設
が
ボ
ー
ダ
レ
ス

に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
や
、
懇
話
会

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
な
が
ら

市
民
、
行
政
、
関

係
者
が
協
働
し
て
、

時
間
を
か
け
て
施

設
づ
く
り
を
行
っ
た

こ
と
な
ど
が
評
価

さ
れ
、
昨
年
、
公

益
社
団
法
人
・
日

本
図
書
館
協
会
の

第
38
回
図
書
館
建

築
賞
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。

『
長
浜
市
立
長
浜
図
書
館
』（「
な
が
は
ま
文
化
福
祉
プ
ラ
ザ
」内
）

●長浜市高田町12-34
●0749-63-2122
 ● https://lib.city.nagahama.lg.jp/index.
php?fl g=topics&sfl g=9

●休館日　火曜日、毎月最終木曜日、年末年始
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長浜市産木材を使ったぬくもりのある内装図書館のある「ながはま文化福祉プラザ」

子どもから大人へ向かう世代を
対象にした「YAの本棚」

屋外で読書が楽しめるテラス席 活動の様子が外から見える音楽室

「けやきっ子の本棚」の壁は
図書館スタッフが手づくりしたもの

趣味や暮らしなどテーマごとに
まとめた「テーマの本棚」
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2025国スポ、障スポの舞台に！
新施設『滋賀ダイハツアリーナ』と

『平和堂HATOスタジアム』誕生
　2025年に開催予定の『第79回国民スポーツ大会』『第24回障害者スポーツ大会』の核となる施設、『滋賀ダイハツアリーナ』と
『平和堂HATOスタジアム』が完成しました。
　２つの施設について、概要や特徴のほか環境面への配慮や、将来にわたって効率的な維持管理や運営を行うための工夫などにつ
いてレポートしました。

5
，0
0
0
人
収
容
で
き
る

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

　

老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
滋
賀
県
立
体

育
館
（
ウ
カ
ル
ち
ゃ
ん
ア
リ
ー
ナ
）
に

代
わ
っ
て
、
国
ス
ポ
、
障
ス
ポ
の
開
催

基
準
に
適
合
す
る
ア
リ
ー
ナ
と
し
て
建

設
が
計
画
さ
れ
た
『
滋
賀
ダ
イ
ハ
ツ
ア

リ
ー
ナ
』。「
す
べ
て
の
県
民
が
ス
ポ
ー

ツ
に
参
画
し
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
や
連
携

を
通
じ
て
、
元
気
で
豊
か
な
生
活
と
滋

賀
を
創
造
す
る
県
域
の
拠
点
を
目
指
す

こ
と
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
施
設
建
設
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
は
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
コ
ー
ト
３
面
が
確
保
で
き
る

県
内
最
大
約
2
，9
0
0
平
方
メ
ー

ト
ル
の
広
さ
で
、
2
階
の
固
定
席
は

2
，5
0
2
席
、
1
階
の
収
納
型
の
席

は
1
，6
0
0
席
で
、
仮
設
席
を
含
め
る
と
県
内
最

多
の
約
5
，0
0
0
席
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓

球
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
フ
ッ
ト
サ
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
な
ど
の
競
技
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、

ア
リ
ー
ナ
の
周
囲
に
は
一
周
2
6
0
メ
ー
ト
ル
の
屋

内
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
は
１
面
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
な
ら
２
面
取
れ
る
サ
ブ
ア
リ
ー

ナ
は
、
広
さ
約
1
，3
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
観

客
席
は
約
2
0
0
席
、
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
同
様
さ
ま

ざ
ま
な
種
目
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

館
内
に
は
ト
レ
ー
ナ
ー
が
常
駐
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
や
、
ダ
ン
ス
や
ヨ
ガ
な
ど
の
教
室
に
利
用

で
き
る
多
目
的
室
、
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
や
授
乳
室
、
会

議
室
な
ど
も
あ
り
、
２
階
の
デ
ッ
キ
に
は
芝
を
張
っ
た

『
森
の
テ
ラ
ス
』
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。『
森
の

テ
ラ
ス
』
は
、
ス
ポ
ー
ツ
目
的
で
な
い
人
で
も
周
囲

の
自
然
を
楽
し
め
る
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
今
後
、
青
空
ヨ
ガ
や

星
空
観
察
会
な
ど
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

敷
地
内
に
は
良
質
な
人
工
芝
で
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ

が
楽
し
め
る
多
目
的
広
場
も
あ
っ
て
、
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
時
に
は
臨
時
駐
車
場
と
し
て
利

用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■

滋
賀
ダ
イ
ハ
ツ
ア
リ
ー
ナ（
滋
賀
ア
リ
ー
ナ
）

大津市にある『滋賀ダイハツアリーナ』体操・バスケットボール・バドミントン・車いすバスケットボールの
会場となるメインアリーナ

観客席200席のサブアリーナダンスやヨガなどの教室に利用される多目的室

トレーナーが常駐するトレーニングルーム憩いのスペースとしても利用できる『森のテラス』
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県
内
唯
一
の
第
１
種
陸
上
競
技
場

　
『
平
和
堂
H
A
T
O
ス
タ
ジ
ア
ム
』
は
、『
第
79
回

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
』
と
『
第
24
回
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
』
の
開
会
式
や
閉
会
式
、
陸
上
競
技
を
行

う
た
め
の
主
会
場
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
両
大

会
を
開
催
す
る
た
め
に
は
、
国
ス
ポ
会
場
の
施
設
基

準
を
満
た
す
第
１
種
陸
上
競
技
場
が
必
要
で
し
た

が
、
県
内
に
は
第
1
種
陸
上
競
技
場
が
な
か
っ
た
た

め
、
第
２
種
陸
上
競
技
場
や
野
球
場
の
あ
る
滋
賀
県

立
彦
根
総
合
運
動
場
を
都
市
公
園
と
し
て
再
整
備

し
、
そ
の
一
環
と
し
て
県
内
唯
一
の
第
１
種
陸
上
競

技
場
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

計
画
に
当
た
っ
て
は
、
彦
根
城
の
世
界
遺
産
登
録

に
向
け
た
取
り
組
み
や
防
災
機
能
の
強
化
に
配
慮
し

た
建
物
形
状
と
、
使
い
や
す
さ
や
安
全
性
、
環
境
負

荷
の
縮
減
な
ど
を
考
慮
し
て
、「
コ
ン
パ
ク
ト
な
競

技
場
」「
歴
史
景
観
に
配
慮
し
た
競
技
場
」「
周
囲

を
自
由
に
回
遊
で
き
る
」「
環
境
負
荷
の
縮
減
を
図

滋
賀
県
産
の
木
材
な
ど
で

滋
賀
ら
し
さ
を
表
現

　

建
物
に
は
滋
賀
県
産
の
木
材
が

内
装
に
も
外
装
に
も
使
用
さ
れ
て
い

て
、
さ
ら
に
館
内
の
サ
イ
ン
ボ
ー
ド

に
は
信
楽
焼
が
採
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
高
さ
を
必
要
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
で
、
周
辺

の
自
然
環
境
と
の
調
和
を
図
り
、
外
壁
に
は
琵
琶
湖

の
さ
ざ
な
み
を
表
現
し
た
パ
ネ
ル
を
用
い
て
滋
賀
県

ら
し
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障
が
い
の

あ
る
人
ま
で
、
誰
に
と
っ
て
も
安
全
で
使
い
や
す
い

施
設
に
な
る
よ
う
、
動
線
や
案
内
表
示
、
設
備
な
ど

が
工
夫
さ
れ
て
い
て
、
南
北
に
伸
び
る
建
物
中
央
の

通
路
『
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
』
の
両
側
に
、
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ
と
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
、
更
衣
室
や
会
議

室
が
配
置
す
る
こ
と
で
、
立
ち
寄
り
や
す
く
利
用
し

や
す
い
よ
う
シ
ン
プ
ル
で
わ
か
り
や
す
い
ゾ
ー
ニ
ン

グ
に
な
っ
て
い
る
の
も
特
徴
で
す
。

　

ア
リ
ー
ナ
の
フ
ロ
ア
に
使
わ
れ

て
い
る
滋
賀
県
産
の
ス
ギ
材
に
は
、

ワ
ッ
ク
ス
フ
リ
ー
加
工
が
施
さ
れ
て

い
て
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
手
間
や
経

費
が
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

災
害
時
に
は
救
援
物
資
の
集
積

拠
点
や
、
周
辺
住
民
の
避
難
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
大
規
模
災
害

時
に
近
隣
の
施
設
と
ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
い
く
か

も
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

民
間
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る

B
T
O
方
式
を
採
用

　
『
滋
賀
ダ
イ
ハ
ツ
ア
リ
ー
ナ
』
に
つ
い
て
は
、
公
共

施
設
等
の
建
設
、
維
持
管
理
、
運
営
な
ど
に
、
民

間
の
資
金
や
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
、
技
術
力
を
活
用
す

る
P
F
I
方
式
の
一
つ
B
T
O
（
B
u
i
l
d
–

T
r
a
n
s
f
e
r
–
O
p
e
r
a
t
e
）
方
式
が

採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
民
間
事
業
者
が
施
設
の
設
計・

建
設
を
行
っ
た
後
、所
有
権
を
滋
賀
県
に
移
管
し
、維

持
管
理
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
は
民
間
事
業
者
が
行

う
の
が
B
T
O
方
式
で
す
。

　

施
設
を
活
用
し
た
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
運

営
会
社
の
『
し
が
ク
ロ
ス
株
式
会
社
』
で
は
、
子
ど

も
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
、
多
様
な
対
象
者
に

向
け
た
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ほ
か
、
ア
ス
リ
ー
ト

向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
県
民
の
健
康
づ
く
り
や
ス

ポ
ー
ツ
振
興
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
大
学
の
コ
ー
チ
が
指
導
す
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
講
座
を
開
講
し
た
と
こ
ろ
、
県

内
か
ら
多
く
の
中
高
生
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
隣
接
す
る
滋
賀
医
科
大
学
や
近
隣
の
大
学

と
連
携
し
て
、
健
康
づ
く
り
講
座
や
ス
ポ
ー
ツ
体
験

教
室
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
す
る
こ
と
で
交
流
や

に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
り
、
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
づ
く

り
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
『
滋
賀
レ
イ

ク
ス
』
の
新
し
い
ホ
ー
ム
ア

リ
ー
ナ
と
し
て
、
公
式
戦
が

行
わ
れ
る
こ
と
で
、
県
外
か

ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
フ
ァ

ン
が
大
津
を
訪
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■

平
和
堂
H
A
T
O
ス
タ
ジ
ア
ム

（
彦
根
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
陸
上
競
技
場
）

ラウンジの一角に設けられたキッズルーム

障がいのある選手のための更衣室

彦根総合スポーツ公園の中に建設された『平和堂HATOスタジアム』

県産材を使ったエントランス受付

信楽焼のサインボード
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新施設『滋賀ダイハツアリーナ』と『平和堂HATOスタジアム』誕生

る
」「
安
全
で
安
心
な
競
技
場
」
と
い
う
５
つ
を
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
設
計
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
の
観
客
席
を
２
層
構

造
に
す
る
こ
と
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
と
の
距
離
を
短
く

し
て
臨
場
感
を
向
上
さ
せ
て
い
る
ほ
か
、
建
物
の
幅

や
屋
根
の
架
設
面
積
を
可
能
な
限
り
縮
小
し
て
建
設

コ
ス
ト
を
抑
え
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
物

全
体
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
図
る
こ
と
で
、
周
辺
の
緑

地
面
積
を
で
き
る
だ
け
確
保
し
た
ほ
か
、
内
側
に
傾

斜
し
た
形
状
で
周
辺
に
与
え
る
圧
迫
感
を
軽
減
し
ま

し
た
。
ま
た
、
彦

根
の
歴
史
的
景
観

に
マ
ッ
チ
す
る
よ

う
に
、
ス
タ
ジ
ア

ム
の
外
観
は
組
柱

を
規
則
的
に
連
続

さ
せ
て
「
櫓
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
デ

ザ
イ
ン
に
な
っ
て

い
ま
す
。

周
辺
環
境
・
自
然
環
境
へ
の
配
慮
も

　

遮
光
・
防
音
の
た
め
ス
タ
ジ
ア
ム
の
側
面
に
取
り

付
け
ら
れ
た
ル
ー
バ
ー
は
、
表
面
に
保
護
性
錆
（
安

定
錆
と
も
呼
ば
れ
る
）
を
形
成
す
る
よ
う
設
計
さ
れ

た
コ
ー
ル
テ
ン
鋼
（
耐
候
性
鋼
）
と
い
う
鋼
材
で
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
塗
装
の
費
用
を
低
減
で
き
る
う
え
、

経
年
変
化
で
風
合
い
が
増
し
て
周
囲
の
景
観
と
の
調

和
が
進
む
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
危
険
な
段
差
を
な
く
し
、
２
階
観
客
席

の
周
囲
に
ス
タ
ジ
ア
ム
を
一
周
す
る
ス
タ
ジ
ア
ム
リ

ン
グ
を
設
け
た
こ
と
で
、
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
、
バ
ッ
ク

ス
タ
ン
ド
、
南
北
の
サ
イ
ド
ス
タ
ン
ド
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ジ
ア
ム
リ
ン
グ
は
３
つ
の
階
段
と
１
つ
の
ス

ロ
ー
プ
で
、
公
園
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
に
つ
な
が
っ

て
い
る
ほ
か
、
国
宝
彦
根
城
の
あ
る
金
亀
公
園
に
直

結
す
る
連
絡
橋
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
天
井
ル
ー
バ
ー
な
ど
、

県
内
産
木
材
が
多
く
使
用
さ
れ
た
こ
と
で
、
輸
送
に

よ
る
C
O
2
を
削
減
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
し

た
。

　

そ
の
ほ
か
、
照
明
を
屋
根
先
に
設
置
し
て
周
辺
へ

の
光
も
れ
を
低
減
し
た
ほ
か
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を
分
散

配
置
し
て
外
へ
の
音
漏
れ
を
抑
え
る
よ
う
に
し
た
り
、

屋
根
の
雨
水
を
地
下
に
貯
蔵
し
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
芝

の
散
水
に
利
用
す
る
な
ど
、
周
辺
環
境
・
自
然
環
境

へ
の
配
慮
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
災
害
時
の
避
難
施
設
や
緊
急
輸
送
機
能
が

確
保
さ
れ
、
普
段
は
芝
生
へ
の
散
水
な
ど
に
利
用
さ

れ
る
雨
水
を
、
災
害
発
生
時
に
は
ト
イ
レ
の
洗
浄
水

な
ど
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
年
後
に
開
幕
す
る
国
ス
ポ
、
障
ス
ポ
で
は
、
県

内
各
地
の
会
場
で
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
ア
ス
リ
ー
ト

に
よ
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
熱
戦
が
今
か
ら
楽
し
み

で
す
。

　

そ
し
て
、
両
大
会
終
了
後
も
『
滋
賀
ダ
イ
イ
ハ
ツ

ア
リ
ー
ナ
』
と
『
平
和
堂
H
A
T
O
ス
タ
ジ
ア
ム
』

が
県
民
に
親
し
ま
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
健
康
づ
く

り
の
拠
点
と
し
て

末
永
く
活
用
さ
れ

て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

滋賀ダイハツアリーナ
●メインアリーナ 約2,945m²、観客席5,016席
●サブアリーナ 約1,331m²、観客席200席
●トレーニング室、健康・体力測定室、多目的室、
　多目的広場ほか

●大津市上田上中野町779番地
●TEL.077-545-0108
●営業時間　8：00～22：00
●https://shiga-arena.jp

平和堂HATOスタジアム
第1種公認陸上競技場
●建築面積　約14,235m²
●レーン数　400m×９レーン
●収容人数　約1万5,000人
　　　　　　（メインスタンド 約7,000人）
滋賀県営都市公園彦根総合スポーツ公園
●彦根市松原町3028
●0749-23-4911
●https://www.bsn.or.jp/hikone/

スタジアムを一周するスタジアムリング

大階段と金亀公園に直結する連絡橋（左）

滋賀県産材を使ったエントランスホール

スタジアムリングへの大階段

フィールドがより近く感じられるように工夫されている。 ２層構造になっているメインスタンドの観客席

「櫓」をイメージしたデザインの外観
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行ってみよう

フットサルコート屋内コート

アスレチックパーク ゲート

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

　

高
品
質
な
人
工
芝
の
フ
ッ
ト
サ
ル

コ
ー
ト
３
面
（
40
ｍ
×
20
ｍ
）、
雨
で
も

安
心
な
屋
内
コ
ー
ト
２
面（
29ｍ
×
16ｍ
）

が
あ
る
県
下
最
大
級
の
サ
ッ
カ
ー
ス
タ

ジ
ア
ム
。
屋
内
コ
ー
ト
は
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。
酸
素

ル
ー
ム
や
ジ
ム
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム
な
ど
も
完
備
。

　
小
学
生
を
中
心
と
し
た
サ
ッ
カ
ー
ス

ク
ー
ル
を
は
じ
め
、
個
人
で
も
参
加
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
も
定
期
的
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
天
候
に
関
係
な
く
テ
ニ
ス
を
楽
し
め

る
屋
内
コ
ー
ト
を
２
面
完
備
し
て
お

り
、
１
年
を
通
し
て
プ
レ
ー
を
楽
し
め

ま
す
。砂
入
り
人
工
芝（
オ
ム
ニ
コ
ー
ト
）

な
の
で
足
腰
に
優
し
く
幅
広
い
年
齢
の

方
で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク

　
性
格
が
穏
や
か
で
可
愛
ら
し
い
ポ
ニ
ー
と
ヤ
ギ
が
飼
育
さ
れ
て

い
る
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
で
は
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
で
も
安
心
し
て
乗

馬
体
験
や
エ
サ
や
り
体
験
が

楽
し
め
ま
す
。

　
ま
た
、隣
接
す
る「
乗
馬
場
」

で
は
本
格
的
な
乗
馬
体
験
の

ほ
か
、
乗
馬
未
経
験
者
で
も

指
導
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

な
が
ら
騎
乗
し
て
コ
ー
ス
を
歩

く
体
験
乗
馬
メ
ニ
ュ
ー
も
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ス
レ
チ
ッ
ク

パ
ー
ク

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
向
け

の
可
愛
ら
し
い
複
合
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
遊
具
。
隠
れ
家
の
よ

う
な
空
間
が
設
け
ら
れ
て
い

て
、
子
ど
も
た
ち
の
好
奇
心

や
想
像
力
を
刺
激
し
ま
す
。

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
一
躍
注
目
を
集
め

た
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
専
用
の
施
設
。
プ
ロ
ス

ケ
ー
タ
ー
が
パ
ー
ク
設
計
を
手
が
け
た
本

格
的
な
パ
ー
ク
で
、
県
内
最
大
級
の
約
１
，

０
０
０
㎡
の
面
積
を
誇
り
ナ
イ
タ
ー
設
備
も

完
備
。

　
初
心
者
に
も
滑
り
や
す
い
「
フ
ラ
ッ
ト
ス

ペ
ー
ス
」の
ほ
か
、「
ス
ト
リ
ー
ト
コ
ー
ス
」「
ボ

ウ
ル
」「
Ｒ
ス
ペ
ー
ス
」
の
４
エ
リ
ア
か
ら
な

り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
変
化
に
富
ん

だ
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
硬
式
対
応
の
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
含
む

計
５
席
を
完
備
、
バ
ー
チ
ャ
ル
映
像
が
流
れ

て
選
手
と
対
戦
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
臨
場

感
も
味
わ
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
ス
ト
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
用
ボ
ッ
ク
ス
で
は
２
人
対
戦
用
ス
ト

ラ
ッ
ク
リ
バ
ー
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び

方
が
で
き
ま
す
。

自
然
の
中
で
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
＆
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

イ
ブ
キ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

『
Ｂ
Ｉ
Ｇ・Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｈ
』

米
原
市
大
野
木

　

米
原
市
に
あ
る
総
合
複
合
型
ス
ポ
ー
ツ
＆
ア
ク

　

米
原
市
に
あ
る
総
合
複
合
型
ス
ポ
ー
ツ
＆
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
施
設
『
Ｂ
Ｉ
Ｇ
・
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｈ
』
は
、

テ
ィ
ビ
テ
ィ
施
設
『
Ｂ
Ｉ
Ｇ
・
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｈ
』
は
、

サ
ッ
カ
ー
や
テ
ニ
ス
の
ほ
か
、
遊
具
エ
リ
ア
や
ふ
れ
あ

サ
ッ
カ
ー
や
テ
ニ
ス
の
ほ
か
、
遊
具
エ
リ
ア
や
ふ
れ
あ

い
パ
ー
ク
、
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
楽
し
め
る

い
パ
ー
ク
、
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
楽
し
め
る

サ
イ
ト
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
て
、
家
族
で
楽
し
く

サ
イ
ト
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
て
、
家
族
で
楽
し
く

過
ご
せ
る
の
が
魅
力
で
す
。

過
ご
せ
る
の
が
魅
力
で
す
。

　
昨
年
夏
に
は
ス
ケ
ー
ド
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
、
今
年
１

　
昨
年
夏
に
は
ス
ケ
ー
ド
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
、
今
年
１

月
に
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
。
ス
ポ
ー

月
に
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
。
ス
ポ
ー

ツ
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
通
し
て
地
域
の
魅
力
を
発

ツ
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
通
し
て
地
域
の
魅
力
を
発

信
す
る
拠
点
と
し
て
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

信
す
る
拠
点
と
し
て
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

6

●米原市大野木1777
　TEL：0749-56-0695
●アクセス
　名神「米原IC」から車で約15分
●「スケートボードパーク」
　10時～21時
　利用料／平日1,000円、土日祝日1,500円
●「えんぱーく」
　10時～18時（11月～12月は17時まで）
　入場料／大人500円、４歳～小学生300円、
　　　　　３歳以下無料
　＊  その他の利用料金は
　　ウェブサイトで
　　ご確認ください。
●定休日　火曜日

キャンプ＆BBQサイトファイヤーピット

カフェ恐竜

ホームページ インスタグラム

キ
ャ
ン
プ
＆

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
サ
イ
ト

　

枕
木
で
仕
切
ら
れ
て
い
て
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
感
の
あ
る
区
画
サ
イ
ト
に
は
電
源
や
手

洗
い
場
、
屋
根
付
き
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ス

ペ
ー
ス
が
あ
っ
て
と
て
も
快
適
。
ワ
ン
ち
ゃ

ん
同
伴
も
Ｏ
Ｋ
な
の
で
愛
犬
と
一
緒
に
キ
ャ

ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

芝
生
の
フ
リ
ー
サ
イ
ト
に
は
、
施
設
が

管
理
す
る
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ピ
ッ
ト
が
あ
り
、キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
見
て
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

カ
フ
ェ

「
ｃ
ａ
ｌ
ｍ
」

　
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
ハ
ン
ギ
ン

グ
チ
ェ
ア
や
、
園
内
が
一
望
で

き
る
屋
上
の
ソ
フ
ァ
な
ど
、
お

も
い
お
も
い
の
場
所
で
伊
吹
の

豊
か
な
自
然
を
感
じ
な
が
ら

ホ
ッ
コ
リ
で
き
ま
す
。

恐
竜
た
ち

　

駐
車
場
で
は
巨
大
な
ブ
ラ

キ
オ
サ
ウ
ル
ス
が
お
出
迎
え
。

そ
し
て
パ
ー
ク
内
で
は
テ
ィ
ラ

ノ
サ
ウ
ル
ス
や
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ

ス
な
ど
、
大
迫
力
の
恐
竜
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
４
体
、
記
念
撮

影
に
も
お
勧
め
で
す
。

　
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
パ
ー
ク
の
あ
る
え
ん
ぱ
ー
く
へ
の
入

場
は
大
人
5
0
0
円
、
小
学
生
以
下
3
0
0
円
、
３

歳
以
下
は
無
料
。
マ
ル
シ
ェ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
不
定

期
で
行
っ
て
い
る
の
で
、
家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
を
楽
し
ん
だ
り
、
キ
ャ
ン
プ
で
１
泊
し
て
周
辺

施
設
に
足
を
伸
ば
し
た
り
す
る
の
に
も
お
勧
め
で
す
。
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各
部
門
が
強
み
を
活
か
し

付
加
価
値
の
高
い
提
案
が
で
き
る
企
業
に

社
員
の
拡
充
を
目
指
し

環
境
整
備
に
取
り
組
む

　

創
業
70
周
年
に
あ
た
る
2
0
2
0
年
７
月
に
４

代
目
の
代
表
取
締
役
に
就
任
し
た
大
山 

祐
司
氏
。

「
自
宅
が
会
社
の
隣
に
あ
っ
た
の
で
、
祖
父
や
父
、

従
業
員
の
み
な
さ
ん
が
仕
事
を
す
る
姿
を
見
て
育

ち
、
自
然
に
こ
の
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

土
木
を
専
攻
し
、
卒
業
後
は
別
の
建
設
会
社
で

働
い
た
後
、
1
9
9
9
年
に
同
社
に
戻
り
、
長
く

現
場
で
工
事
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

代
表
に
就
任
し
て
か
ら
は
、
社
員
の
拡
充
と
そ
れ

を
実
現
す
る
た
め
に
、
給
与
、
休
日
、
福
利
厚
生

な
ど
の
環
境
整
備
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

長
期
休
暇
を
し
っ
か
り
取
得
す
る
こ
と
を
奨
励

す
る
ほ
か
、
今
年
の
４
月
か
ら
は
土
木
、
建
築
、

本
社
も
す
べ
て
完
全
週
休
二
日
制
に
移
行
す
る
こ

と
に
な
り
、
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
ソ
フ

ト
の
導
入
や
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
）
化

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
年
後
の
社
員
を
継
続
雇
用
し
て
、
書

類
作
成
専
任
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
配
置
す
る
な
ど
、

現
場
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
み
、
ゆ
く
ゆ
く
は
子

育
て
中
の
女
性
な
ど
を
活
用
し
て
、
現
場
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
部
門
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

ま
す
。

現
場
ス
タ
ッ
フ
に
新
卒
を
採
用
、

女
性
の
活
躍
に
期
待

　

現
在
、
同
社
に
は
現
場
で
業
務
を
行
っ
て
い
る

女
性
社
員
が
４
名
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
２
名
は

昨
年
新
卒
で
採
用
し
た
社
員
で
す
。
昨
年
、
社
屋

を
改
修
し
て
、
食
堂
の
ほ
か
更
衣
室
や
女
性
用
ト

イ
レ
を
整
備
し
た
の
に
続
い
て
、
今
年
は
本
社
社

屋
の
改
修
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
の
活
用
に
つ
い
て
、「
出
産
育
児
な
ど
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
解
決
す
べ
き
課
題
も
出
て
く
る
と
思

う
が
、
そ
の
都
度
考
え
な
が
ら
、
働
き
や
す
い
職

場
に
し
て
い
き
た
い
」
と
言
う
大
山
社
長
。
女
性

の
視
点
を
活
か
し
た
発
想
や
提
案
な
ど
に
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
す
。

　

社
員
教
育
に
つ
い
て
は
、
外
部
講
師
に
よ
る
研

修
を
行
う
ほ
か
、
新
入
社
員
研
修
で
は
不
動
産
業

株
式
会
社
大
山
建
設　
　
高
島
市
安
曇
川
町
西
万
木
5
0
4
–
1
　
　
　
代
表
取
締
役
社
長
　
大
山 

祐
司

大山 祐司代表取締役

建設部棟食堂

〈施工例〉橋梁下部工事・滋賀県発注 〈施工例〉道路改良工事・国交省発注

本社社屋
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や
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
業
の
ほ
か
、
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ク
ラ
ブ
な
ど
を
運
営
す
る
大
山
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
内
の
す
べ
て
の
業
務
を
体
験
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
大
山
社
長
は
、「
今
年
の
新
入
社
員
か
ら
、

自
分
の
考
え
を
直
接
話
す
機
会
を
設
け
た
い
。
な

ん
の
た
め
に
働
く
の
か
、
な
ぜ
会
社
が
存
在
し
て

い
る
か
、
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
仕
事
を
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
、
こ
う
い
う
目
的
と
意
義
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
考
え

て
い
ま
す
。

付
加
価
値
の
あ
る
仕
事
で

選
ば
れ
る
会
社
に

　

大
山
社
長
は
「
今
は
５
年
先
を
読
む
の
が
難
し

い
時
代
で
、
な
か
な
か
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

き
づ
ら
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
ま
ず
は
会
社
と
全

社
員
が
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
な
が
ら
同
じ
目
標

に
向
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
、
会
社
が
あ
っ
て

こ
そ
社
会
貢
献
や
社
員
の
幸
福
を
実
現
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
「
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
祖
父
の
代
か
ら
県

内
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
中
で
、
築
い
て
き
た
信
用
を
守
る
こ
と
。
ま
た
、

協
力
会
社
と
互
い
に
支
え
合
う
関
係
を
大
切
に
し

て
、
品
質
の
高
い
工
事
を
適
正
な
価
格
で
行
う
こ

と
で
、
相
互
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
関
係
を
築
い
て

い
く
こ
と
が
大
切
に
な
る
」
と
語
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
ど
の
建
設
会
社
で
も
図
面
通
り
の
工

事
は
で
き
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
そ
れ
に
プ
ラ
ス
し

て
〞
大
山
に
任
せ
た
ら
こ
う
い
う
こ
と
ま
で
で
き

る
〞
と
言
わ
れ
る
よ
う
、
付
加
価
値
を
つ
け
て
い

く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
そ
う
い
う
意
識
を
持
っ

て
仕
事
が
で
き
る
人
材
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
」
と
言
う
大
山
社
長
。「
ト
ッ
プ
が

考
え
る
よ
り
各
部
門
で
何
を
強
み
に
し
て
い
く
の

か
、
考
え
て
ほ
し
い
と
投
げ
か
け
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
そ
こ
か
ら
何
を
強
化
し
て
い
く
か
、
進
む
べ

き
方
向
性
を
見
定
め
て
い
き
た
い
」
と
、
未
来
を

展
望
し
て
い
ま
す
。

〈施工例〉道路改良工事・滋賀県発注 〈施工例〉工場建築工事・民間発注

建設部棟

建設部棟フロア

生コンプラント

建設部棟食堂

〈施工例〉砂防ダム工事・滋賀県発注 〈施工例〉橋梁下部工事・滋賀県発注

建設部棟会議室
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『夢けんプラザ絵画コンクール』『夢けんプラザ絵画コンクール』
　次世代を担う子どもたちに向けて、建設産業の魅力を発信する目的でスタートした滋賀県建設業協会の「夢けんプ
ラザ絵画コンクール」。安全で快適な暮らしを送るためのインフラ整備や、まちの豊かな環境の整備など、多くの役割
を建設産業が担っていることや、その役割の大切さに関心を持ってもらい、子どもたちの豊かな感性や観察力、創造
力を育むことを目的に開催される、県内の小中学生を対象とした絵画コンクールです。

③「
滋
賀
の
建
設
物
」

・ 滋
賀
の
建
物
や
町
並
み

・ 便
利
な
生
活
を
支
え
、災
害
か
ら
人
々
を
守
っ
て
い
る
道
路
、橋
、ダ
ム

『夢けんプラザ絵画コンクール』第10回

テ
ー
マ
テ
ー
マ  

テ
ー
マ

②「
工
事
で
は
た
ら
く
機
械
」

・ あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
う
未
来
の
建
設
機
械

・迫
力
あ
る
建
設
機
械

①「
工
事
で
は
た
ら
く
人
」

・ 工
事
を
し
て
い
る
未
来
の
自
分

・工
事
現
場
で
が
ん
ば
っ
て
働
く
人
の
様
子

・思
わ
ず
働
き
た
く
な
る
よ
う
な
、未
来
の
建
設
現
場

「
そ
う
わ
ん
作
ぎ
ょ
う
車
」

三
浦
　
彰
造

双
腕
作
業
機
の
ア
ー
ム
を
、
ま
る
で
両
腕
の
筋
肉
が
躍
動
し
て
い
る
よ
う

な
生
命
感
の
あ
る
線
描
で
表
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
魅
力
的
な
作
品
で
す
。

作
者
の
、
か
っ
こ
い
い
！
描
き
た
い
！
と
い
う
強
い
関
心
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
こ
の
機
体
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
憧
れ
と
自
然
災
害
な
ど
今
日
的
な
社
会

課
題
に
対
す
る
需
要
か
ら
開
発
さ
れ
た
も
の
で
す
。
作
者
の
関
心
は
、
ど

の
よ
う
な
未
来
に
広
が
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
将
来
が
楽
し
み
で
す
。

評

「なにができるのかたのしみだな」
東辻　宜大

たくさんの働く車たちが賑やかに作業している
様子を、カラフルな色彩と画面全体を使った表現
で描いています。ワクワク感が伝わる作品です。

評

「うちゅうのマンションけんせつちゅう」
廣田　大和

美しい星空とユニークな無人建設機械が作品の
世界観を見事に表現しています。宇宙人たちの
様子も魅力的です。

評

「あついのにおつかれさまです」
井上　優登

「おつかれさまです」と声をかけたら、みんなが
振り返った瞬間を描いたような、心温まる作品
です。働く人の視線と日焼けした肌の色が効果
的です。

評

「
未
来
の
家
を

作
る
ロ
ボ
ッ
ト
」

菱
中
　
碧

「
国
宝　
彦
根
城
」

平
尾
　
梨
菜

「
み
え
と
こ
う
べ
が

つ
な
が
る
よ
！
」

正
田
　
理
衣
花

「
が
ん
ば
っ
て
い
る

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
」

柏
　
吉
晴

「
み
ら
い
の
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
」

土
田
　
凰
介

「
つ
く
っ
て
ほ
し
い
な
あ
」

佐
野
　
楓

入  選

優秀賞

最優秀賞
第１部

小学校低学年
の児童
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成安造形大学　准教授　宇野  君平
　「夢けんプラザ絵画コンクール」の審査も10回目となりました。今年もコロナ禍の影響が続いておりますが、多くの応募作品のおかげで活動を継続することが出来まし
た。これも参加してくださった皆様や関係者の方々のご尽力によるものだと感謝しております。今回は、各テーマとも非常に興味深い作品が多く寄せられました。例えば「工
事ではたらく人」では、女性が活躍する楽しい工事現場を描いた作品や、「工事ではたらく機械」では、機械ではなく昆虫が働くユニークな作品が印象に残りました。また
「滋賀の建設物」では、身近な風景を丁寧に描くことで、作者の郷土への関心の高さがうかがえました。
　これらの作品を通じて、豊かな自然や多くの文化財を有する滋賀県の恵まれた環境が、未来のものづくりを担う若い世代を育んでいるのだと実感いたしました。次回も
素敵な作品に出会えるのを楽しみにしております。

通称（ハサミ）と呼ばれるアタッチメントが繊細なタッチで描かれています。
このようなモチーフは、油圧部分やハサミの形状など複雑な部品の組合せを
考えながら描かなければなりません。作者の観察力や集中力の高さが伝わり
ます。また、手前のハサミと操縦席の間の空間を意識することで、遠近感の
あるダイナミックな画面に仕上げているのも魅力的な作品です。

評

「
こ
ん
な
重
機
見
た
こ
と
な
い
‼ 
」

金
田
　
和
佳

「
近
く
の
川
を
守
る
神
社
」

柿
本
　
彩
希

「
お
れ
の
新
し
い
学
校

楽
し
み
だ
！
」

中
井
　
遥
斗

「
月
と
彦
根
城
」

新
庄
　
安
憲

「
虫
の
建
設
グ
ル
ー
プ
」

梅
田
　
大
輔

「
上
か
ら
見
た
琵
琶
湖
大
橋
」

竹
端
　
紗
和

「
木
之
本
地
蔵
」

居
川
　
結
太

「
昆
虫
た
ち
の
建
設
グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
世
界

観
が
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
で
す
。
大
好
き
な
昆

虫
の
細
か
い
描
写
と
シ
ン
プ
ル
な
背
景
の
色

面
が
美
し
い
で
す
。

評

ま
る
で
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
た
よ
う
な
琵
琶

湖
大
橋
の
風
景
を
想
像
で
描
い
て
い
ま
す
。

難
し
い
ア
ン
グ
ル
に
挑
戦
し
た
意
欲
作
で
す
。

評

白
く
反
射
す
る
瓦
や
、
五
色
幕
が
揺
れ
る
様

子
な
ど
、
光
や
風
を
感
じ
さ
せ
る
繊
細
な
作

品
で
す
。
空
の
お
地
蔵
様
が
ア
ク
セ
ン
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。

評

「働け解体機」
髙橋　謙心

「
ヨ
ク
バ
リ
車
」

村
山
　
瑞
希

「
一
斉
に
動
き
ま
す
」

安
達
　
咲
太
朗

入  選

優秀賞

最優秀賞
第２部

小学校高学年
の児童
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「
八
幡
堀
」

秋
田
　
琉
花

八
幡
堀
の
風
景
を
中
学
生
と
は
思
え
な
い
圧
倒
的
な

画
力
で
描
き
上
げ
た
秀
作
で
す
。
画
面
全
体
を
落
ち

着
い
た
色
調
で
纏
め
な
が
ら
、
建
物
は
緻
密
で
滑
ら

か
な
タ
ッ
チ
で
描
き
、
水
面
や
植
物
は
動
き
の
あ
る

タ
ッ
チ
で
描
く
な
ど
、
多
様
な
表
現
を
使
い
分
け
な

が
ら
重
厚
で
調
和
の
取
れ
た
画
面
に
仕
上
げ
て
い
ま

す
。
今
後
が
期
待
さ
れ
る
優
れ
た
作
品
で
す
。

評

「
工
事
現
場
で
が
ん
ば
っ
て
働
く
人
の
様
子
」

大
山
　
隼
弥

「働く未来の自分」
岩野　文哉

「朝日」
鳥井　結衣

「
永
源
寺　
総
門
」

小
林
　
娃
璃

「学校の始まりは稲枝から」
伊藤　慧信

「静かな夕暮れ～一日を無事に終えて～」
奥村　暁妃

「守られてきた“日吉造”」
立原　もえ

日吉大社東本宮楼門の美しい木組を丁寧に描い
た美しい作品です。貴重な文化財が数多く現存
する滋賀県ならではの郷土愛を感じました。

評

「自分の地域から見た田中生コン」
竹内　仁夏

繊細な色の濃淡で丁寧に描いた味わい深い作品
です。見慣れた風景のなかに、豊かな美を発見し
たことでしょう。作者の感動が伝わる作品です。

評

工
事
現
場
で
楽
し
そ
う
に
働
く
女
性
の
姿
が
印
象
的
な

作
品
で
す
。
多
様
な
画
材
の
組
み
合
わ
せ
も
ユ
ニ
ー
ク

で
、
特
に
張
り
紙
の
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
が
効
果
的
で
す
。

評

「明るい工事現場」
片山　朗

第３部
中学校の生徒

最優秀賞

入  選

優秀賞
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● 

お
二
人
が
応
募
さ
れ
た
き
っ
か
け
、
米
原
を
移
住
先
に

選
ば
れ
た
理
由
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

石
崎　

も
と
も
と
自
給
自
足
の
暮
ら
し
に
関
心
が
あ
り
、

自
然
豊
か
な
場
所
で
「
暮
ら
し
」
を
重
視
し
た
生
活
を
し

た
い
と
移
住
先
を
検
討
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
移
住
先
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
米

原
市
の
「
お
た
め
し
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
知
り
参

加
し
て
み
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
移
住
先
の
候
補
は
あ
り
ま

し
た
が
、
米
原
で
出
会
っ
た
方
々
の
生
き
生
き
と
し
た
姿

に
感
動
し
て
、
一
緒
に
働
き
た
い
と
思
い
移
住
を
決
め
ま

し
た
。

浅
井　

心
身
の
不
調
で
休
職
し
た
時
に
、
田
舎
の
風
景
の

な
か
で
過
ご
す
こ
と
が
回
復
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
経
験
か

ら
、
自
然
の
中
で
暮
ら
す
こ
と
や
、
日
常
を
変
化
さ
せ
る

こ
と
が
心
身
の
回
復
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
田
舎
の
空
き
家
を
活
用
し
て
生
き

方
の
選
択
肢
を
増
や
せ
る
存
在
に
な
り
た
い
と
思
い
、「
田

舎
暮
ら
し
」「
空
家
」
な
ど
の
ワ
ー
ド
で
検
索
し
て
米
原

の
空
家
再
生
み
ら
い
つ
く
り
隊
を
知
り
応
募
し
ま
し
た
。

● 

み
ら
い
つ
く
り
隊
の
仕
事
と
し
て
普
段
は
ど
ん
な
こ
と

を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

石
崎　

週
４
日
は
「
ま
い
ば
ら
空
き
家
対
策
研
究
会
」
の

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

空
き
家
探
し
や
移

住
を
希
望
さ
れ
る

方
の
相
談
業
務
な

ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
残
り

１
日
は
将
来
、
こ

こ
で
生
活
し
て
い

く
た
め
の
〝
な
り

わ
い
づ
く
り
〞
と

な
る
「
み
ら
い
活
動
」
と
し
て
、
技
術
や
知
識
の
習
得
、

人
脈
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

浅
井　

私
は
「
み
ら
い
活
動
」
と
し
て
、
空
き
家
を
改

修
し
て
活
用
す
る
た
め
に
必
要
な
技
術
を
D
I
Y
教
室
で

学
ん
だ
り
、
食
を
通
し
て
地
域
と
か
か
わ
れ
る
よ
う
伝
統

食
の
調
理
法
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
教
育
関
係
者
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
子
ど
も
の
居

場
所
を
運
営
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
と
出
会
っ
て
お
話
を
聞

い
た
り
し
て
い
ま
す
。

石
崎　

衣
食
住
を
自
給
自
足
す
る
と
い
う
目
標
に
向
け

て
、
移
住
し
て
す
ぐ
に
借
り
た
畑
で
今
は
大
豆
や
野
菜
を

育
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
家
製
醤
油
麹
を
造
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
３
泊
４
日
で
移
住
に
興

味
の
あ
る
方
に
来
て

も
ら
っ
て
、
地
元
の

方
々
と
触
れ
合
い
な

が
ら
田
舎
暮
ら
し
の

ト
ラ
イ
ア
ル
を
し
て

も
ら
う
と
い
う
も
の

で
、
不
安
を
軽
減
し

て
移
住
の
ハ
ー
ド
ル

を
下
げ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

● 

実
際
に
１
年
間
米
原
で
生
活
さ
れ
て
ど
ん
な
印
象
を
持

た
れ
ま
し
た
か
。

浅
井　

田
舎
暮
ら
し
を
始
め
た
け
れ
ど
、
な
か
な
か
地
元

の
方
と
馴
染
め
な
い
と
い
っ
た
こ
と
も
耳
に
し
て
い
ま
し
た

が
、
生
活
し
て
み
る
と
地
域
の
行
事
に
参
加
す
る
よ
う
声

を
か
け
て
い
た
だ
い
た
り
、
ち
ょ
う
ど
い
い
距
離
感
で
地

域
に
溶
け
込
め
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
こ
う
い
う
こ
と
を
や
り
た
い
」
と
言
う
私
を
、

応
援
し
て
く
れ
る
人
や
、
気
に
か
け
て
く
れ
る
人
が
た
く

さ
ん
い
て
と
て
も
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

● 

こ
れ
か
ら
取
り
組
み
た
い
こ
と
、
今
後
の
目
標
な
ど
に

つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

浅
井　

地
域
を
ま
わ
り
な
が
ら
活
用
で
き
る
空
き
家
を
発

掘
し
て
、
移
住
希
望
者
の
相
談
役
と
な
っ
て
マ
ッ
チ
ン
グ
を

進
め
て
い
き
た
い
で
す
し
、
ボ
ロ
ボ
ロ
で
活
用
が
進
ま
な

い
空
き
家
も
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
活
用
の
幅
が
広
が

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
自
分
で
空
き
家
を
魅
力
的
な
空
間
に
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
、
そ
こ
を
都
会
で
働
く
こ
と
に
疲
れ
た

人
の
キ
ャ
リ
ア
ブ
レ
イ
ク
の
場
と
し
た
り
、
不
登
校
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

石
崎　

今
後
は
畑
で
育
て
た
も
の
の
商
品
化
も
考
え
て
い

き
た
い
し
、
前
述
し
た
醤
油
や
味
噌
づ
く
り
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
継
続
し
つ
つ
、
中
長
期
で
気
軽
に
滞
在
で
き
る

お
試
し
田
舎
暮
ら
し
の
拠
点
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
移
住
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
お
困
り
ご
と
相

談
所
の
よ
う
な
こ
と
も
し
な
が
ら
、
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
必
要
な
地
域
の
仕
事
や
地
元
の
み
な
さ
ん
と
移
住
者
の

交
流
会
を
企
画
す
る
な
ど
、
米
原
市
の
魅
力
を
発
信
し
て

移
住
に
つ
な
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
４
月
に
、空
き
家

の
再
生
や
利
活
用
、移
住

相
談
な
ど
を
行
う
、米
原

市
の
第
５
期『
空
家
再
生

み
ら
い
つ
く
り
隊
員
』に

就
任
し
た
浅
井 

茅
子
さ

ん
と
石
崎 

達
郎
さ
ん
。

　

お
二
人
に
米
原
を
移

住
先
に
選
ば
れ
た
き
っ

か
け
や
、米
原
で
の
暮
ら

し
、今
後
の
目
標
な
ど
に

つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

空
き
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
居
場
所
づ
く
り
に

移
住
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
ト
ラ
イ
ア
ル
の
拠
点
に
も

空家再生みらいつくり隊
石崎 達郎さん　浅井 茅子さん

活動についてのミーティング風景ＤＩＹ技術を磨く石崎さんと浅井さん

自家製醤油麹造りのワークショップを開く石崎さん

活用できる古民家を探して物件調査を行う浅井さん

広島県呉市出身。会社員を
経て愛知県長久手市から米
原市へ家族と移住。

愛知県日進市出身。教員・
福祉職員を経て米原市へ
移住。
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んけ夢夢
滋賀県建設業協会の活動について
ご紹介するコーナーです。
協会広報委員会のフェイス
ブックもあわせてご覧ください。

　10月３日（月）、夢けんプラザにおいて第10回『夢けんプラザ絵画コンクール』の審査会
が、成安造形大学の協力のもと開催されました。
　県内65の小中学校、児童クラブより606点の応募をいただき、感性や観察力が豊かで
力強い作品が多い中、第１部、第２部、第３部より最優秀賞、優秀賞、入選の合計30点の
入賞作品が決定しました。
　また、最優秀賞作品については、下記の日程で各学校を
訪問し、表彰状授与式を執り行いました。
　受賞されたみなさんからは、作品に込めた思いなどをう
かがうことができました。受賞者にとって良い思い出となり、
建設業へのイメージ向上につながってほしいと思います。

第57回滋賀県建設界野球大会を３大会ぶりに開催

絵画コンクール審査会

　新型コロナウイルスの影響で、一昨年は変則での大会、昨年は中止された滋賀
県建設界野球大会が、３大会ぶりに通常の大会開催となり、８月27日（土）、９月
３日（土）、10月８日（土）の３日間で23チームの参加により皇子山球場等におい
て開催されました。
　大会１日目の８月27日は、開会式と１、２回戦が行われました。開会式は、奥田
大会会長の挨拶と山本大会運営委員長の大会訓示のあと、優勝旗、準優勝盾等の
返還、八田建設チームの細木崇寛選手による選手宣誓が行われ、３日間に渡る大
会が始まりました。
　大会２日目の９月３日には、皇子山グラウンドで準々決勝が行われ、準決勝進
出４チームが決まりました。大会最終日の10月８日に今津総合運動公園野球場
で準決勝と決勝戦が行われ、準決勝は奥田工務店×桑原組、きんでん滋賀支店
×西村建設の２試合が行われた結果、桑原組ときんでん滋賀支店の２チームが
決勝に進出しました。
　決勝戦は４対15で、きんでん滋賀支店が桑原組に勝利し、２大会連続４度目
の優勝を飾りました。

優 　 勝 きんでん滋賀支店
準 優 勝 桑原組
３ 　 位 奥田工務店
３ 　 位 西村建設

最優秀選手賞 中野真楠選手
（きんでん滋賀支店）

敢 闘 選 手 賞 七里純平選手
（桑原組）

第１部　長浜市立神照小学校　　　　　令和４年12月７日
第２部　栗東市立大宝東小学校　　　　令和４年12月５日
第３部　近江八幡市立八幡西中学校　　令和４年12月６日

14

高校生の出前授業・現場見学会（長浜農業高等学校）

『滋賀けんせつみらいフェスタ2022』を開催

　12月15日（木）滋賀県立長浜農業高等学校園芸科２年生40名を対象に、出前授業と現場見学会を開催しました。
　出前授業前半は、リクルートキャラバンから人気の漫画やゲームになぞらえた建設業の仕事の紹介を行い、その後、グルー
プワークとして６つの班に分かれてＡ４用紙100枚で作る「ペーパータワー」の制作を実施しました。
　制作会議５分、工事時間10分でグループごとにタワーを制作して、タワーの高さ、芸術点を競い合うもので、強度を高める
ために土台を強くしたもの、高さにこだわったもの、コスト重視で最低限の枚数で作ったもの、思いのまま作った芸術的なも
のなど、それぞれのグループの個性が生かされたタワーができあがりました。
　タワー制作の後、まず長浜市 大井川１期地区排水路第２工事現場（谷庄建設㈱）を見学、工事概要の説明後、最新の測量
機器を使った測量、重機試乗を体験しました。
　午後からは彦根市の大津能登川長浜線補助橋梁修繕工事現場（田中シビルテック㈱）を見学、工事概要説明後、２グルー
プに分かれて、ブラスト作業、ドローンシミュレータ、剥離剤除去を体験していただきました。

　滋賀県建設産業魅力アップ実行委員会主催で、建設産業の魅力を発信する『滋賀けんせつみらいフェスタ2022』を、令和４
年10月29日に大津港前特設イベント会場にて開催しました。コロナ禍の中、感染防止対策を行いながらの開催となりました
が、多くのお客様に来場いただきました。
　官公庁および建設産業団体連合会加盟団体を中心に35ブースが出展、子どもたちに大人気の建設重機試乗体験やものづ
くり体験など、多くのお客様に楽しんでいただきました。
　ステージでは滋賀県の若手・女性技術者表彰、作文コンクール・フォトコンテスト入賞表彰のほか、滋賀大学教育学部附属
中学校音楽班による吹奏楽演奏、木下洸希さんによるジャグリングパフォーマンス、滋賀県建設業協会青年部メンバー吉見 
大さんがボーカルを務めるバンド「ＳＯＩＬ」による演奏、滋賀県立膳所高等学校音楽班・滋賀大学教育学部附属中学校によ
る吹奏楽演奏をお客様に観覧いただきました。
　約3,600名のお客様にご来場いただき、盛況の中、
幕を閉じることができました。
　たくさんのご来場、ありがとうございました。
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こと・もの・滋賀

ク
ラ
フ
ト
ミ
ー
ド
に

大
き
な
可
能
性
を
感
じ
て

　

野
洲
市
に
あ
る
『
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
（
ア
ン
テ

ロ
ー
プ
）』
は
、
２
０
２
０
年
に
代
表
の
福
井 

駿
さ

ん
と
醸
造
家
の
谷
澤
優
気
さ
ん
が
立
ち
上
げ
た
日
本

初
と
な
る
ク
ラ
フ
ト
ミ
ー
ド
の
醸
造
所
で
す
。

　

ミ
ー
ド
は
蜂
蜜
を
原
材
料
と
し
た
お
酒
で
、
日
本

で
は
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
歴
史

は
ワ
イ
ン
や
ビ
ー
ル
よ
り
古
く
１
万
年
以
上
前
か
ら

あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
て
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

は
数
多
く
の
ミ
ー
ダ
リ
ー
（
ミ
ー
ド
醸
造
所
）
が
あ

る
そ
う
で
す
。

　

も
と
も
と
福
井
さ
ん
と
谷
澤
さ
ん
は
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
の
醸
造
所
を
立
ち
上
げ
る
予
定
で
し
た
が
、

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
展
示
会
で
た
ま
た
ま
飲
ん
だ

ミ
ー
ド
の
美
味
し
さ
に
感
動
し
て
、
ミ
ー
ダ
リ
ー
の

開
設
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
ミ
ー
ド
は
甘
い
お
酒
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の

で
す
が
、
甘
く
な
い
ミ
ー
ド
を
造
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
例
え
ば
ワ
イ
ン
で
は
難
し
い
の
で
す
が
、
副
原

料
に
ピ
ン
ク
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や

マ
ン
ゴ
ー
な
ど
を
使

用
し
て
造
る
こ
と
が

で
き
た
り
、
さ
ら
に

そ
れ
ら
の
素
材
そ
の

も
の
の
味
を
引
き
出

せ
る
こ
と
に
大
き
な

可
能
性
を
感
じ
ま
し

た
」
と
福
井
さ
ん
。

　

伝
統
的
な
ミ
ー
ド

は
蜂
蜜
と
酵
母
、
水

だ
け
で
造
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
フ
ル
ー
ツ

や
ス
パ
イ
ス
な
ど
副

材
料
を
い
ろ
い
ろ
変

え
た
り
、
熟
成
さ
せ

た
り
す
る
こ
と
で
、
甘
味
を
控
え
た
り
、

苦
味
を
出
し
た
り
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
味

や
濃
厚
な
味
に
し
た
り
と
、
ワ
イ
ン
や

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
で
は
出
会
え
な
い
幅

広
い
味
わ
い
を
造
り
だ
せ
る
無
限
大
の

可
能
性
が
あ
る
と
語
り
ま
す
。

　

ア
ン
テ
ロ
ー
プ
で
は
、
ピ
ン
ク
グ
レ
ー

プ
フ
ル
ー
ツ
と
ア
ク
セ
ン
ト
に
唐
辛
子

を
少
し
使
用
し
た
も
の
や
、
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
と
チ
ェ
リ
ー
の
ミ
ー
ド
な
ど
常
時
数

種
類
の
ミ
ー
ド
を
醸
造
し
て
い
ま
す
。

人
と
人
を
つ
な
げ
る

お
酒
の
不
思
議
な
力

　

と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
市
場
が
な
か
っ
た
ミ
ー
ド
の

製
造
販
売
は
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
り
、
販
路
を
ど

の
よ
う
に
開
拓
し
て
い
か
れ
た
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

マ
ル
シ
ェ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
す
る
ほ
か
、
ウ

エ
ブ
サ
イ
ト
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
で
の
発
信
に
力

を
入
れ
て
き
た
と
こ
ろ
、
つ
ね
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡

ら
し
て
い
る
飲
食
店
や
酒
販
店
か
ら
コ
ン
タ
ク
ト
が
あ

り
、
徐
々
に
ミ
ー
ド
を
扱
っ
て
く
れ
る
と

こ
ろ
が
増
え
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
ク
ラ
フ
ト
ミ
ー
ド
の
面
白
さ
を

〝
支
援
者
の
方
々
と
共
に
楽
し
む
〞
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
資
金
を
募
っ
て
、
オ
ー
プ
ン
ハ

ウ
ス
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
開
始
し
て
間
も
な
く
目
標
額
に
達
し

た
こ
と
か
ら
も
、
ミ
ー
ド
に
関
心
を
持
っ

た
人
や
可
能
性
を
感
じ
た
人
が
た
く
さ
ん

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

酒
販
店
や
飲
食
店
に
営
業
し
て
売
り

込
む
の
で
は
な
く
、「
ミ
ー
ド
の
魅
力
を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

る
」
と
言
う
福
井
さ
ん
。
醸
造
所
が
な
い

と
か
、
一
般
的
な
ミ
ー
ド
は
甘
み

が
強
い
た
め
日
本
食
に
合
わ
な
い

と
か
で
、
た
ま
た
ま
日
本
で
は
こ

れ
ま
で
飲
ま
れ
て
こ
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
い
き
な
り
飛
ぶ
よ
う
に

売
れ
る
の
で
は
な
く
、
じ
わ
じ
わ

そ
の
魅
力
が
浸
透
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
福
井
さ
ん
と
谷

澤
さ
ん
は
真
摯
に
も
の
づ
く
り
に

向
き
合
い
、
納
得
の
い
く
商
品
を

お
客
様
に
届
け
る
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
が
掲
げ
る
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
「
お
酒
で
フ
ァ
ン
タ
ス
チ
ッ
ク
な
縁
を
」
と
い
う

こ
と
。
お
酒
は
人
と
人
の
縁
を
取
り
持
っ
て
く
れ
る
も

の
の
一
つ
で
、
ミ
ー
ド
を
介
し
て
家
族
や
友
人
と
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
た
り
、
人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ

る
出
会
い
が
生
ま
れ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
醸
造
所
が
ス
タ
ー
ト
し
た
時
期
か
ら
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
て
、
人
と
人
が
出
会
い
、
お
酒

を
飲
み
な
が
ら
楽
し
く
語
り
合
う
と
い
う
こ
と
が
、

改
め
て
大
切
な
こ
と
に
思
え
る
と
い
う
人
も
少
な
く
な

い
は
ず
で
す
。
滋
賀
県
発
の
ク
ラ
フ
ト
ミ
ー
ド
と
と

も
に
、
人
と
つ
な
が
る
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

会社・店舗情報
滋賀県野洲市永原551
営業時間　金・土 13：00～19：00

クラフトミーダリー
『ANTELOPE』

福井さん（左）と谷澤さん

ドライに仕上がったクラフトミード『Giou』（右）と『Kinoshita』

左から『Kinoshita』『The Last Supper』『What Churchill Said』

醸造所内にある直売所

ANTELOPEのミードはオンラ
インストアのほかウェブサイトで
紹介されている取扱店で購入す
ることができます。また、毎週
金曜日と土曜日には醸造所でも
販売しています。
【公式サイト】
https://antelopebeer.com/
【Instagram】
https://www.instagram.
com/antelope_honeywine/
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クイズパズル

花
の
名
前
穴
埋
め
ク
イ
ズ

お
な
じ
み
の
花
の
名
前
を
完
成
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■■  

を
組
み
合
わ
せ
る
と
…

ヒ
ン
ト
　
特
集
「
話
題
の
焦
点
」

誕生会のケーキで社内が和やかに
休日はアートやデザイン本で
インプット

　

製
菓
の
専
門

学
校
を
卒
業

後
、
横
浜
の
製

菓
店
で
パ
テ
ィ

シ
エ
と
し
て
勤

務
し
て
い
ま
し

た
。
結
婚
を
機

に
退
職
し
ま
し

た
が
、
や
は
り

お
菓
子
に
関
わ

る
仕
事
が
し
た

い
と
、
自
宅
で
子
ど
も
向
け
の
お
菓
子
教
室
を
開
い
た
の

で
す
が
、
自
宅
を
教
室
に
す
る
た
め
、
片
付
け
術
を
勉
強

し
始
め
る
と
、
片
付
け
に
は
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ラ
イ
フ
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
®
の
資
格
を
取
得
し
て
、
片

付
か
な
く
て
困
っ
て
い
る
方
の
ご
自
宅
に
行
っ
て
一
緒
に

片
付
け
た
り
、
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
収
納
法
を
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
住
ま
い
の
中
に
は
い
ろ

い
ろ
な
情
報
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。

　

色
も
そ
の
一
つ
で
、
色
を
統
一
し
た
り
整
理
に
活
か
し

た
り
で
き
な
い
か
と
、
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
の
勉
強

を
始
め
て
み
る
と
、
ま

た
こ
れ
に
は
ま
っ
て
し

ま
い
建
築
カ
ラ
ー
プ
ラ

ン
ナ
ー
の
資
格
を
取
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
兼
工
務

店
に
入
社
し
て
、
資
格

や
経
験
を
生
か
し
て
見

学
会
の
企
画
や
撮
影
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
、
広

報
全
般
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
社

内
で
月
に
一
度

行
わ
れ
る
社
員

の
誕
生
日
会
の

ケ
ー
キ
を
作
る

の
も
仕
事
の
一

つ
に
な
り
、
そ

の
月
に
生
ま
れ

た
社
員
の
皆
さ

ん
の
希
望
を
聞

い
て
、季
節
の
果
物
な
ど
を
使
っ
た
ケ
ー

キ
を
焼
い
て
い
ま
す
。
社
員
の
家
族
さ

ん
に
も
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
欲
し
い
と
頼
ま
れ
る
よ
う
に
な

り
、
子
ど
も
の
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
ア
イ
シ
ン
グ

ク
ッ
キ
ー
で
作
っ
た
り
し
て
、と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
数
多
く
の
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
き
ま
し
た
が
一

つ
と
し
て
同
じ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
色
使
い
に
、
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
で
勉
強
し
た
こ

と
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

休
み
の
日
に
は
娘
と
一
緒
に
お
菓
子
を
作
っ
て
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
美
術
館
に
行
っ
た
り
、
テ
キ
ス
タ
イ

ル
と
か
ネ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
本
を
よ
く
見
て
い
ま

す
。お
菓
子
を
作
る
作
業
が
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
だ
と
す
る
と
、

ア
ー
ト
や
デ
ザ
イ
ン
本
を
見
る
イ
ン
プ
ッ
ト
は
と
て
も
大

切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

お
菓
子
づ
く
り
の
研
修
で
フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
た
時
に
感

じ
た
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る

ア
イ
テ
ム
と
し
て
日
常
生
活
の
中
に
お
菓
子
を
楽
し
む
文

化
が
根
付
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
私
の
作
る
お

菓
子
が
、
職
場
や
家
庭
で
楽
し
い
会
話
や
雰
囲
気
づ
く
り

の
た
め
に
役
立
っ
て
く
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

株式会社大兼工務店　　鹿野 悦子

①
■■
●●
ベ
ラ

②
■■
ジ
サ
イ

③
■■
リ
ア

④
チ
ュ
ー
■■
●
●
●
●

⑤
ス
■■
●●
ピ
ー

⑥
■■
デ
シ
コ

⑦
ツ
■■
ジ

⑧
■■
●●
ミ
ズ
キ

⑨
パ
ン
●●
■■

⑩
■■
ャ
ク
●●
ゲ

■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■

■
■
■
■

■
■
■
■

アイシングクッキーを飾ったケーキ

鹿野さんのケーキで祝う社内のお誕生会
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取材 話

● P&Q及びアンケート(返信用添付ハ
ガキ)の両方にお答えいただいた方
の中から抽選により粗品を進呈し
ます。ふるってご応募ください。
● 別のハガキにてご応募の方も住所、
勤務先(学校名)、氏名及びP&Qの答
え、アンケート、メッセージ等を書い
て送付してください。
●締め切り
　令和５年６月20日必着
●あて先
　〒520-0801
　大津市におの浜一丁目1-18
　(一社)滋賀県建設業協会  広報委員会

季刊夢けんせつ春号
◆

2023年（令和５年）４月10日

通巻第697号

発行　一般社団法人滋賀県建設業協会

〒520-0801 大津市におの浜一丁目1-18

TEL.077-522-3232（代）

FAX.077-522-7743

https://www.yumeken.or.jp

企画編集　広報委員会

協力・印刷　宮川印刷株式会社

サッカー
前号の答え

パズル＆クイズ当選者

植松　幸子
中尾　義雄
澤田　　務
金岡　明光
野村　亨子
宮脇　達也
種村　律子
中小路進一
長原　満洋
乘松　賢二

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

　皆様 新年度もスタートし、ますます元気に日々をお過ごしで
すか。 
　３月13日以降、マスクの着用は、個人の主体的な選択を尊
重し、 個人の判断が基本となりましたが、 花粉症の私にとりま
して、マスク解禁は、もう少し先のこととなりそうです。
　さて、今号の表紙を飾っております 「夢けんプラザ絵画コンクール」入賞作品ですが、 いず
れも力作ぞろいの中から審査・選考された作品だけあって、 目を見張る絵となっております。 
コロナ禍で応募が減少するのではないかと心配しましたが、 多数のご応募ありがとうございま
した。 
　まるで生き物のような生命感あふれる表現で建設機械を魅力的に描いた作品や、 建設現場
でイキイキと働いている人たちの姿をとらえた作品が多く見られました。 今号の誌面で受賞作
品も紹介しておりますので、是非ともご覧ください。
　今回の取材に、ご協力いただきました皆様、 ご多忙なところ快くご対応いただき、誠にあり
がとうございました。

　

2
0
2
5
年
の
秋
に
、
1
9
8
1
年
の
『
び
わ
こ
国

体
』
以
来
44
年
ぶ
り
に
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
る
『
第
79

回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
』
と
『
第
24
回
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
』。
今
回
の
特
集
で
は
大
会
に
向
け
て
新
し

く
建
設
さ
れ
た
『
滋
賀
ダ
イ
ハ
ツ
ア
リ
ー
ナ
』
と
『
平

和
堂
H
A
T
O
ス
タ
ジ
ア
ム
』
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
ア
リ
ー
ナ
や
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設
に
お
い
て
、

特
に
公
的
な
施
設
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
な
ど

で
建
設
費
用
を
抑
え
る
だ
け
で
な
く
、
周
辺
環
境
や
自

然
環
境
へ
の
配
慮
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
見
据
え
た
維

持
管
理
の
効
率
化
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
完
成
後
長
き
に
わ
た
り
そ
の
施
設
が
ど
の

よ
う
に
活
用
さ
れ
る
の
か
、
健
康
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ

振
興
、
地
域
の
活
性
化
や
災
害
時
の
拠
点
施
設
な
ど
と

し
て
、
ど
の
よ
う
に
役
立
て
て
い
け
る
か
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
『
滋
賀
ダ
イ
ハ
ツ
ア
リ
ー
ナ
』
は
、
滋
賀
県
産
の
ス
ギ

材
を
圧
縮
・
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
加
工
し
た
床
材
を
採
用
す

る
こ
と
で
、
ワ
ッ
ク
ス
が
け
の
手
間
を
省
い
て
メ
ン
テ

ン
ス
に
か
か
る
コ
ス
ト
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、

障
が
い
の
あ
る
選
手
の
た
め
の
更
衣
室
な
ど
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
配
慮
し
て
い
る
ほ
か
、
屋
外
に
は
補
助
犬
専
用

の
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い
る

の
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　
『
平
和
堂
H
A
T
O
ス
タ
ジ

ア
ム
』
は
建
物
全
体
の
コ
ン
パ

ク
ト
化
を
図
っ
て
、
周
辺
環
境

と
の
調
和
に
配
慮
し
た
ほ
か
、

外
壁
側
面
に
は
塗
装
費
用
が
軽

減
で
き
る
コ
ー
ル
テ
ン
鋼
（
耐

候
性
鋼
）
と
い
う
建
材
が
採
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ル
テ
ン

鋼
材
は
表
面
は
錆
び
て
も
、
中

ま
で
錆
び
な
い
た
め
長
く
強
度

が
保
て
る
う
え
、
塗
装
が
不
要

で
年
月
と
と
も
に
風
合
い
が
変

わ
っ
て
い
く
の
が
特
徴
で
す
。

　

国
ス
ポ
、
障
ス
ポ
が
成
功
裏

に
終
わ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、『
わ
た
S
H
I
G
A
輝

く
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
』
と
い
う

名
称
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
２
つ
の
施
設
が
ア
ス
リ
ー

ト
は
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
県
民
に
親
し
ま
れ
、
ス
ポ
ー

ツ
や
交
流
を
通
し
て
だ
れ
も
が
輝
け
る
よ
う
な
施
設
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

『滋賀ダイハツアリーナ』に設けられた補助犬用のトイレ独特の風合いのあるコールテン鋼材を用いた外壁
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手
土
産
に
も
お
す
す
め
！

絶
品
レ
モ
ン
ケ
ー
キ『
長
浜
れ
も
ん
』（長
浜
市
）

　

J
R
長
浜
駅
の
近
く
に
昨
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
町
家
浪
漫
菓
子 

中
嶋
菓
子
店
」。
築
約

1
0
0
年
の
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
レ
ト

ロ
な
雰
囲
気
の
お
店
で
、
店
内
に
は
古
い
柱
時
計

や
ミ
シ
ン
な
ど
が
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

レ
モ
ン
ケ
ー
キ
『
長
浜
れ
も
ん
』
は
、
観
光
で

長
浜
を
訪
れ
た
人
に
は
お
み
や
げ
に
、
ま
た
地
元

の
人
に
は
手
み
や
げ
や
贈
り
物
に
な
る
よ
う
な
新

た
な
長
浜
の
銘
菓
に
な
れ
ば
と
、
店
主
の
中
嶋
亮

介
さ
ん
が
考
案
し
ま
し
た
。

　

し
っ
と
り
と
し
た
ケ
ー
キ
に
、
レ
モ
ン
の
フ
レ
ー

バ
ー
と
酸
味
を
効
か
せ
た
レ
モ
ン
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

チ
ョ
コ
を
の
せ
て
、
コ
ロ
ン
と
し
た
見
た
目
も
可
愛

い
焼
き
菓
子
で
す
。

　

優
し
い
甘
さ
と
す
っ
き
り
と
し
た
酸
味
、
ア
ク

セ
ン
ト
に
あ
し
ら
わ
れ
た
レ
モ
ン
ピ
ー
ル
が
絶
妙

な
バ
ラ
ン
ス
で
、
食
べ
飽
き
な
い
美
味
し
さ
。
お

店
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
柱
時
計
の
イ
ラ
ス
ト
を

あ
し
ら
っ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
と
て
も
お
し
ゃ
れ
で
、

お
土
産
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

　

ほ
か
に
も
『
さ
ざ
な
み
リ
ー
フ
パ
イ
』

や
、お
店
の
あ
る
町
名
か
ら
取
っ
た
『
船

町
カ
ス
テ
ラ
』
な
ど
、
長
浜
ら
し
い
焼

き
菓
子
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
で
き
る
だ
け
地
元
の
素
材
を
使
い
、

幅
広
い
年
齢
層
の
お
客
様
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
お
菓
子
を
提
供
し
た
い
」
と

言
う
中
嶋
さ
ん
。
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
は

季
節
の
フ
ル
ー
ツ
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た

シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
や
タ
ル
ト
が
並
ん
で

い
て
、
早
く
も
地
元
の
人
気
店
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

町家浪漫菓子 中嶋菓子店
●長浜市北船町4-19
●TEL. 0749-59-3005
●営業時間　10:00～19:00（売り切れ次第閉店）
●定休日　火曜日（月曜日不定休）

フォトコンテストに毎年応募しています。
以前は建設関係に興味がなかったのですが、
貴誌を見だしてから、建設に興味がわいて
きました。

『びわコーラ』が気になりました。入れ物が
いかにもシロップという感じで、飲んでみ
たいという気持ちになりました。

フォトコンテストに入賞できる作品を以前
から応募したいと思っています。写真を撮
影した時の話などを受賞者から聞いてみた
いです。

自分もフォトコンテストに応募したので、
作品紹介を一番先に見ました。まずは入選
を目指して次回もがんばります。

『近江うまいもの紀行』を見て、滋賀県には
まだ隠れた名品があるのだと感心させられ
ました。

フードバンクについては、長浜市でも活動
されている団体があり、関心を持ってい
ます。

フォトコンテスト入賞作品について、１枚
の写真から伝わる“気”がすごいです。

古民家をリノベーションしたショップ

ギフトにおすすめの焼き菓子

お店のシンボルの柱時計 ショーケースに並ぶケーキ

しっとりしたケーキにレモンフレーバー
チョコをのせた『長浜れもん』
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◆特集○話題の焦点
2025国スポ、障スポの舞台に！
新施設『滋賀ダイハツアリーナ』と
『平和堂HATOスタジアム』誕生
◆夢インタビュー

空き家をリノベーションして居場所づくりに
移住のハードルを下げるトライアルの拠点にも
◆行ってみよう

BIG・BREATH（ビッグ・ブレス）
◆おじゃまします

株式会社大山建設


